
最
近
の
研
究
室

4
月
に
山
下
様
（
ヒ
ノ
デ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
，
10
月

に
は
浅
野
様
（
西
日
本
高
速
道
路
）
，
吉
岡
様
（
駒
井
ハ
ル

テ
ッ
ク
）
が
社
会
人
ド
ク
タ
ー
に
入
学
し
ま
し
た
．
ま
た
，
学

部
４
回
生
6
人
，
研
究
生
2
人
が
新
た
に
加
わ
り
，
総
勢
27
人

の
大
所
帯
と
な
り
ま
し
た
．
感
染
症
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら

工
夫
し
て
，
日
々
，
研
究
室
に
て
研
究
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
．

現
在
は
，
鋼
構
造
論
文
集
の
執
筆
，
卒
業
論
文
，
修
士
論
文
に

関
す
る
実
験
，
解
析
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
，
令

和
3
年
に
後
期
博
士
課
程
を
修
了
さ
れ
た
杉
本
さ
ん
は
，
令
和

4
年
1
月
1
日
付
で
岩
手
大
学
理
工
学
部
シ
ス
テ
ム
創
成
工
学

科

社
会
基
盤
・
環
境
コ
ー
ス
の
助
教
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
．
こ

れ
か
ら
の
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
．

令和3年
12月発行
忘年会号

2
月
12
日
に
後
期
博
士
課
程
の

杉
本
さ
ん
「
橋
梁
構
造
物
の
た
め
の

非
突
出
型
エ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
接
合
の

設
計
法
に
関
す
る
研
究
」
と
社
会
人

ド
ク
タ
ー
有
村
様
「
腐
食
劣
化
の
生

じ
た
鋼I

桁
橋
の
橋
梁
シ
ス
テ
ム
冗

長
性
を
考
慮
し
た
合
理
的
な
耐
荷
性

能
評
価
手
法
に
関
す
る
研
究
」
，

8
月
6
日
に
郎
さ
ん
「
新
型
高
力

フ
ァ
ス
ナ
ー
を
活
用
し
た
鋼
橋
の
補

修･

補
強
技
術
に
関
す
る
研
究
」
の

博
論
公
聴
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
と
オ
フ

ラ
イ
ン
を
併
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
．

２
０
２
１
年
度
土
木
学
会

関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会

大
学
公
認
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い
る
土

木
構
造
物
見
学
サ
ー
ク
ル
「
ぶ
ら
土
木
」
も
今
年

で
4
年
目
と
な
り
ま
し
た
．
今
年
度
は
，
”
新
名

神
高
速
道
路
，
成
合
第
一
高
架
橋
工
事
”
に
て
片

持
張
出
架
設
工
法
を
橋
面
に
登
り
，
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
．
ま
た
，
震
災
資
料
保
管
庫
で

の
阪
神
淡
路
大
震
災
で
被
災
し
た
構
造
物
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
実
際
に
現
場
を
訪
れ

る
こ
と
で
，
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
．

ぶ
ら
土
木
サ
ー
ク
ル
で
は
，
現
場
な
ど
の
見
学

先
を
探
し
て
い
ま
す
．
お
進
め
の
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
是
非
，
ご
紹
介
下
さ
い
．

ぶ
ら
土
木

就
職
先
（
令
和
4
年
4
月
入
社
）

IHI
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
，
阪
神
高
速
道
路
，
阪
神
高
速
道
路

先
進
技
術
研
究
所
，
首
都
高
速
道
路
，
川
田
工
業

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鋳
鉄
床
版
接
合
部
設
計

当
て
板
補
修
・
補
強

合
成
床
版

底
鋼
板

継
手
部
の
設
計

第一回橋梁研ゼミ(4/14,オンライン)

杉本さん送別会（12/14）

橋
梁
研
新
聞

大阪市大

博
論
公
聴
会

橋
梁
業
界
の
出
来
事
２
０
２
１

3
月

熊
本
地
震
よ
り
5
年

新
阿
蘇
大
橋
が
開
通

東
日
本
大
震
災
復
興
の
象
徴
気
仙
沼
湾
横
断
橋
が
開
通

8
月

N
E

X
C

O

西
日
本

中
国
道
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
開
始

10
月

和
歌
山
県
で
六
十
谷
水
管
橋
が
落
橋

5
月

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
の
地
下
鉄
12
号
線
の
高
架
橋
が
崩
落

ボ
ツ
ワ
ナ
と
ザ
ン
ビ
ア
を
結
ぶ
カ
ズ
ン
グ
ラ
橋
が
開
通

10
月

中
国
江
蘇
省
無
錫
で
国
道
高
架
橋
が
崩
落

新名神高架橋工事 震災資料保管庫

オンライン発表会

２
０
２
１
年
度
土
木
学
会

全
国
大
会
年
次
学
術
講
演
会

海
外
活
動

9
月
22
日
，
24
日
に
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
，IA

B
S
E

C
o
n
g
ress

が

開
催
さ
れ
，
後
期
博
士
課
程
1
年

の
陳
君
，
前
期
博
士
課
程
2
年
の

藤
原
君
，
松
井
君
の
３
名
が
参
加

し
ま
し
た
．

3
人
と
も
初
め
て
の
英
語
で
の

対
外
発
表
で
し
た
が
世
界
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
へ
の
発
表
，
議
論
は
非
常

に
刺
激
的
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
．

日
之
出
水
道
機
器
株
式
会

社
が
所
有
す
る
佐
賀
県
の
研

究
所(R

＆D

総
合
セ
ン
タ
ー)

に
て
，
鋳
鉄
床
版
の
実
用
化

に
向
け
て
，
鋳
鉄
床
版
と
主

桁
の
接
合
部
に
お
け
る
力
学

的
挙
動
を
検
討
す
る
た
め
，

鋳
鉄
床
版−

主
桁
間
の
押
し

鋼I

桁
下
フ
ラ
ン
ジ

当
て
板
補
強
に
関
す
る

曲
げ
載
荷
試
験
を
行
い

ま
し
た
．
本
試
験
は
，

ボ
ル
ト
本
数
お
よ
び
配

置
，
当
て
板
面
数
，
当

て
板
厚
が
当
て
板
と
下

フ
ラ
ン
ジ
の
荷
重
分
担

へ
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
．

抜
き

せ
ん

断
試

験
を

行
い

ま
し

た
．

鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合

成
床
版
の
底
鋼
板
継
手

部
の
曲
げ
疲
労
耐
久
性

を
把
握
す
る
た
め
の
試

験
で
す
．

本
研
究
で
は
，
底
鋼
板
継

手
部
に
片
面
施
工
を
可
能
に

す
る
ス
タ
ッ
ド
ボ
ル
ト
を
用

い
て
い
る
ほ
か
，
頭
付
き
ス

タ
ッ
ド
を
設

け
た
場
合
の

す
べ
り
挙
動

や
合
成
効
果

に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て

検
討
し
て
い

ま
す
．

日
本

世
界

5

月
23

日
に
修
士
1

年
生

5
名
が
投
稿
を
し
た
論
文
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
い
ま
し
た
．
福
辻
さ

ん
が
見
事
，
優
秀
発
表
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
．

初
の
学
会
発
表

で
，
緊
張
も
あ

り
，
質
疑
応
答

に
苦
戦
し
つ
つ

も
，
良
い
経
験

に
な
り
ま
し
た
．

9
月
9
日
～
10
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
，
本
研
究
室

か
ら
林
先
生
，
博
士
5
名
，
修

士
16
名
の
計
22
名
が
参
加
し
，

発
表
を
行
い
ま
し
た
．
林
先
生
，

博
士
課
程
３
年
生
の
白
井
君
，

修
士
課
程
２
年
生
の
中
本
君
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
．

林先生

白井さん

発表の様子

2
0
2１



投
稿
論
文
一
覧

<

構
造
工
学
文
集>

有
村
（
修
了
生
）
：
桁
端
部
に
腐
食
劣
化
の

生
じ
た
鋼I

桁
橋
の
主
桁
本
数
違
い
を
踏
ま
え

た
耐
荷
力
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，
郎
（
修

了
生
）
：
高
力
ボ
ル
ト
を
部
品
と
し
た
片
面

施
工
ボ
ル
ト
を
用
い
た
一
面
摩
擦
接
合
継
手

の
す
べ
り
挙
動
に
関
す
る
実
験
的
検
討
，
連

結
板
ざ
ぐ
り
部
の
表
面
処
理
の
仕
様
が
皿
型

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り
耐
力

に
与
え
る
影
響
，
杉
本
（
修
了
生
）
：
高
力

ボ
ル
ト
多
列
配
置
型
引
張
継
手
に
お
け
る
補

剛
リ
ブ
の
強
度
向
上
効
果
，
非
突
出
型
高
力

ボ
ル
ト
エ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
接
合
に
お
け
る
ボ

ル
ト
軸
力
推
定
に
関
す
る
解
析
的
研
究
，
白

井
（
博
3
）
：
母
板
に
1°

テ
ー
パ
ー
を
有

す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
を
用
い
た

鋳
鉄
床
版
モ
ジ
ュ
ー
ル-

主
桁
間
の
す
べ
り
挙

動
，
足
立
（
修
了
生
）
：
鋼
箱
桁
橋
の
水
平

補
剛
材
が
終
局
挙
動
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
解
析
的
研
究
，
大
浦
（
修
2
）
：
腐
食
損

傷
を
有
す
る
鋼
鈑
桁
橋
の
橋
梁
シ
ス
テ
ム
挙

動
を
考
慮
し
た
補
修
法
に
関
す
る
解
析
的
検

討
，
藤
原
（
修
2
）
：
フ
ィ
ラ
ー
を
有
す
る

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
終
局
限
界
状

態
を
考
慮
し
た
間
接
連
結
の
効
果
に
関
す
る

解
析
的
検
討
，
岡
本
（
修
2
）
：
鋼
・
コ
ン

ク
リ
ー
ト
合
成
床
版
に
適
用
す
る
底
鋼
板
継

手
部
の
構
造
提
案
に
向
け
た
実
験
的
検
討
，

松
井
（
修
2
）
：
鋼
Ｉ
桁
下
フ
ラ
ン
ジ
連
結

板
取
替
え
の
た
め
の
ウ
ェ
ブ
バ
イ
パ
ス
工
法

の
適
用
範
囲
お
よ
び
バ
イ
パ
ス
部
材
の
形
状

に
関
す
る
解
析
的
検
討

<

鋼
構
造
論
文
集>

有
村
（
修
了
生
）
：
桁
端
部
に
腐
食
劣
化
の

生
じ
た
鋼
Ｉ
桁
橋
の
腐
食
減
肉
量
を
踏
ま
え

た
耐
荷
力
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，
松
本

（
修
了
生
）
：
現
場
接
合
部
を
含
む
当
て
板

に
よ
る
主
桁
断
面
の
曲
げ
補
強
効
果
と
補
強

範
囲
に
関
す
る
解
析
的
検
討
，
杉
本
（
修
了

生
）
：
3
次
元F

E
M

解
析
を
を
用
い
た
高
力

ボ
ル
ト
ス
プ
リ
ッ
ト
テ
ィ
ー
継
手
の
降
伏
耐

力
式
の
提
案
研
究
，
郎
（
修
了
生
）
：
皿
型

高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
に
用
い
る
皿
型

高
力
ボ
ル
ト
の
頭
部
開
き
角
度
が
す
べ
り
挙

動
に
与
え
る
影
響
，
足
立
（
修
了
生
）
：
曲

率
を
有
す
る
腹
板
の
曲
げ
座
屈
耐
荷
力
に
関

す
る
解
析
的
研
究
，
佐
倉
（
博
1
）
：
主
桁

断
面
お
よ
び
連
結
版
の
形
状
が
鋼
Ｉ
桁
連
結

部
の
モ
ー
メ
ン
ト
分
担
率
に
及
ぼ
す
影
響
に

関
す
る
解
析
的
検
討
，
中
本
（
修
2
）
：
長

尺
皿
型
高
力
ボ
ル
ト
を
用
い
た
摩
擦
接
合
継

手
の
力
学
的
挙
動
に
関
す
る
実
験
的
研
究
，

堀
井
（
修
1
）
：
長
孔
を
有
す
る
高
力
ボ
ル

ト
摩
擦
接
合
継
手
の
す
べ
り
耐
力
検
証
試
験

橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト

11
月
27
日
に
デ
ザ
イ
ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
神

戸
に
て
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
本

研
究
室
か
ら
は
４
回
生
が
2
グ
ル
ー
プ
参
加
し
ま
し
た
．

イ
ー
グ
ル
斜
張
橋
は
自
由
と
勝
利
を
象
徴
す
る
鷲
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
斜
張
橋
で
，S

u
n
rize

B
rid

g
e

は
二
つ
の

ア
ー
チ
リ
ブ
を
太
陽
と
地
平
線
に
見
立
て
た
珍
し
い
ア
ー

チ
橋
で
し
た
．
賞
こ
そ
獲
れ
な
か
っ
た
も
の
の
，
両
チ
ー

ム
と
も
よ
く
奮
闘
し
ま
し
た
．

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

銀
杏
の
会

11
月
3
日
に
，
就

職
内
定
祝
い
と
し
て
，

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
大
阪
に
て
，
山

口
先
生
，
林
先
生
，

北
見
さ
ん
，
修
士
2

年
生
の
学
生
で
鉄
板

焼
き
を
頂
き
ま
し
た
． チーム名：Flying Chicken

橋名：イーグル斜張橋

チーム名：ISHIKORO

橋名：Sunrize Bridge

Japan Steel Bridge Competition

9
月
2
，
3
日
に
，JS

B
C

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．
今
年
は
，
感
染
症
対
策
の
た
め
，

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
，
今
年
も
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
．
本
学
か
ら
は
構
造
工
学
研
究
室
１
名
，
図
形
科
学
研
究
室
１
名
，
本
研
究
室
の
福

辻
，
石
田
，
堀
井
，
李
か
ら
構
成
さ
れ
るT

eam

「C
ro

w
n

」
と
構
造
工
学
研
究
室
2
名
，

本
研
究
室
の
橋
本
，
平
岡
，
頼
よ
り
構
成
さ
れ
るT

eam

「R
isin

g
S

u
n

」
が
参
加
し
，

T
eam

「C
ro

w
n

」
の
橋
梁
，[C

ro
w

n
A

rch
]

が
見
事
，
美
観
部
門
2
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
．

2
0
2１

T
eam

「C
ro

w
n

」
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
“
王
冠
”
橋
を
逆
さ
ま
に
し

た
時
の
形
が
王
冠(C

ro
w

n
)

に
見
え

る
と
い
う
斬
新
な
橋
梁
で
，
美
観

部
門
で
の
入
賞
を
目
指
し
ま
し
た
．

対
す
る

T
eam

「R
isin

g
S

u
n

」
の

コ
ン
セ
プ
ト
は
“
日
の
出
”
山
間

部
か
ら
の
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

赤
い
ア
ー
チ
に
加
え
，
最
小
断
面

で
日
の
出
よ
り
も
早
い
施
工
に
挑

戦
し
ま
し
た
．
両
チ
ー
ム
と
も
架

設
時
間
を
短
縮
し
，
制
限
時
間
内

に
架
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．

Team「Rising Sun」

Team「Crown」

ゼ
ミ
旅
行

10
月
15
日~

17
日
に
北
海
道
へ
2
泊
3
日
の

ゼ
ミ
旅
行
に
行
き
ま
し
た
．
1
日
目
は
舌
辛
橋

を
見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
．
実
際
に
耐
候
性

鋼
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
現
場
は
と
て
も
印
象

的
で
し
た
．
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
の
皆
様
，
現
場
見
学
会
を
ご
準
備
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
．

2

日
目
は
渓
流
釣
り
に
挑
戦
し
，
実
際
に

釣
っ
た
魚
を
川
岸
で
焼
い
て
食
べ
ま
し
た
．
そ

の
後
は
水
面
が
青
く
見
え
る
「
青
い
池
」
を
散

策
し
ま
し
た
．
北
海
道
の
自
然
を
満
喫
し
た
後
，

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
．

最
終
日
に
は
定
山
渓
豊
平
川
で
カ
ヌ
ー
を
体

験
し
ま
し
た
．
木
々
に
囲
ま
れ
た
豊
平
川
で
は

紅
葉
に
加
え
て
運
よ
く
初
雪
も
見
る
こ
と
が
で

き
，
静
か
で
綺
麗
な
川
に
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
．

カ
ヌ
ー
の
後
は
，
全
国
屈
指
の
名
湯
で
あ
る
定

山
渓
温
泉
で
至
福
の
ひ
と
時
を
楽
し
み
ま
し
た
．

総
じ
て
楽
し
い
ゼ
ミ
旅
行
と
な
り
ま
し
た
．

舌辛橋カヌー

渓流釣り青い池

12
月
11
日
に
第
42
回
関
西
鋼

構
造
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
万
国

記
念
公
園
に
て
，
開
催
さ
れ
ま
し

た
．
今
年
こ
そ
は
優
勝
を
と
研
究

室
一
致
団
結
し
て
臨
み
ま
し
た
が
，

リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
た
本
大
会
で

は
，
予
選
全
2
試
合
中
1
敗
1

分
と
い
う
戦
績
に
終
わ
り
ま
し
た
．

ジンギスカン


